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「新たなる一歩」伊佐市成人式
　１月３日、伊佐市文化会館で平成 30 年伊佐市成人式が
行われました。華やかな振袖や凛々しいスーツ・袴を身に
まとった新成人は、友人たちとの再会を喜び、会話に花を
咲かせていました。
　式では、和太鼓衆鼓動塾による力強い演奏がオープニン
グを飾り、市長をはじめ来賓の皆さんが新成人を激励しま
した。新成人 259 人を代表して宮園拓馬さんが「20 歳の
抱負」を述べ、実行委員企画「今伝えたい感謝の気持ち」
では代表６人が親への感謝の気持ちなどを発表しました。
　多くの方々に祝福され、夢と希望に満ちた若者たちが新
たな一歩を踏み出しました。

　チームちむどんによる現代版組踊「鬼武蔵～ＴＡ
ＤＡＭＯＴＯ忠元」の初公演が 12 月 24 日に伊佐
市文化会館で行われました。
　伊佐の偉人、新納武蔵守忠元の生きざまを地元の
小中高生が中心となって演じました。
　交流のある福島、沖縄のチームからの参加や、地
元バンド・メンバーの保護者で結成された「鬼武蔵
ちむどんバンド」による生演奏、テーマソングの作
曲者であるイクマあきらさんの生歌、地元郷土芸能
保存会の友情出演などもあり、見どころ満載の舞台
となりました。

　結成４年目にして迎えた初のオリジナル舞台。観劇した人たちは子どもたち
の「一生懸命」な姿に胸を打たれた様子でした。「一生懸命はカッコいい！」
　この公演は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業と
して交付している助成金を活用しました。

新「鬼武蔵伝説」誕生
○鬼武蔵公演事務局ｃ



ISA City Public Relations  2018.02.01　　8

ISA City Topics

　12 月 16 日・17 日、菱刈カヌー競技場で
高校生や一般競技者を対象とした講習会が
開かれました。講師は、2012 年ロンドン五
輪のカヌー競技「カヤックシングル 200 ｍ」
で優勝したエドワード・マッキーバー氏（イ
ギリス）。県カヌー協会が競技力向上などを
目的として招きました。
　九州を中心に約 120 人が参加し、よりよ
い漕ぎ方や姿勢などのテクニックを指導され
ました。マッキーバー氏は「テクニックをど
う生かすかが重要。世界で戦うには自分の欠
点をあげて、改善していくことが大切だ」と
話されました。

五輪金メダリストにカヌーを学ぶ

　12 月 13 日、「伊佐市、鹿児島レブナイズ
及び鹿児島レブナイズ伊佐後援会によるま
ち・ひとづくりの推進に関する協定」を結び、
鹿児島レブナイズ伊佐後援会：小北剛会長、
㈱鹿児島レブナイズ：小牧正英代表取締役社
長と隈元市長が調印しました。
　この協定は、バスケットボール競技者や交
流人口の増加、鹿児島レブナイズによる県内
外への情報発信等を目的としており、スポー
ツ文化の発展などが期待されます。

鹿児島レブナイズ及び鹿児島レ
ブナイズ伊佐後援会と協定締結

好きなことを全力で！
感動の２日間

　１月 20 日・21 日の２日間にわたって市
内中高生による「本物感動文化フェスティバ
ル」が開催されました。
　当日はさまざまな団体がダンスやギターの
弾き語り、書道パフォーマンスなどで盛り上
げ、好きなことに夢中で取り組む中高生の情
熱に会場が包まれました。
　また、同時開催で劇団いさによる演劇公演
も行われ、「心に残るありがとう」をテーマ
に３本の短編作品が上演されました。

　12 月 10 日に行われた「話してみよう韓
国語」鹿児島大会の中高生スキット部門に大
口明光学園高校２年生の加世田妃乃さん（写
真左）と玉城季春さん（写真右）が出場し、
最優秀賞を受賞しました。
　大会では韓国語の台本を暗記し、平昌オリ
ンピックに関するスキット（寸劇）を演じま
す。３月に東京で行われる韓国語の甲子園、
クムホ・アシアナ杯「話してみよう韓国語」
高校生大会に出場するお二人は、「３位入賞
をめざします」と意気込みを語ってくれまし
た。

「話してみよう韓国語」
東京大会へ出場
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＜写真左下から＞
川畑先道さん（木崎）・園田正さん（下目丸）
立本則利さん（白木）・溝口民哉さん（田代）
＜写真左上から＞
福田十二子さん（下手風呂元）
前田アツ子さん（本町）・辻茂子さん（上新町）
伊東公美さん（前田宇都）・上原す　子さん（花北上）
＜写真なし＞　福山美津子さん（富ヶ丘）

永年勤続民生委員児童委員表彰
梅ヶ谷郁代さん（東市山）

民生委員児童委員功労者表彰

　観光ガイドをボランティアで実施し、ウォ
ーキング大会等を企画・開催するなどの取組
みが認められ、県知事から表彰されました。
　伊佐市観光ボランティアガイド「伊佐の風」

観光まごころおもてなし表彰

　英語教育についての論文が優秀であると認
められ、受賞されました。
　伊佐市立大口小学校

　12 年間、人権擁護委員として人権の擁護
と思想の普及高揚に尽力された功績が認めら
れ、感謝状が贈られました。
　新屋敷紀念さん（上青木東）

教育研究助成事業学校部門
　優秀賞

法務大臣から感謝状

　市内の全小学生 1,157 人がハガキで交通安全な
どを呼び掛けました。家族にあてられたハガキは、
全児童を代表して大口小学校の児童２人により 12
月 15 日に投函されました。この取組みは今年で４
回目となり、企画した伊佐地域安全運転管理協議会
から児童たちへ横断旗と小型ライトが贈られました。
　児童たちはハガキだけでなく交通安全を呼び掛け
るメッセージカードも作成。この手作りカードは警
察官が高齢者宅を訪問して手渡されます。

家族と地域の交通安全を願って




